
一般曹候補生・自衛官候補生課程修了式に参加
地
（
駿
東
郡
小
山
町
）、
滝
ヶ
原
・
駒
門

加
し
た
。 

市
・
富
士
宮
市
出
身
の
１
３
人
が
入
隊

は
、
６
月
２
６
日
（
日
）
に
富
士
駐
屯

（
火
）
に
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
で

生
・
自
衛
官
候
補
生
課
程
修
了
式
に
参

本
課
程
の
修
了
を
も
っ
て
自
衛
官
候
補

広
報
官
は
け
が
に
気
を
付
け
て
頑
張
る

今
後
隊
員
は
苦
楽
を
共
に
し
た
同
期

た
我
が
子
と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
家
族

域
事
務
所
（
所
長
・
本
間
亮
３
等
陸
尉
）

駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）、
６
月
２
８
日

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
富
士
地

行
わ
れ
た
、
令
和
４
年
度
一
般
曹
候
補

今
年
度
、
各
駐
屯
地
の
教
育
課
程
に

教
育
優
秀
隊
員
に
贈
ら
れ
る
富
士
教
導

が
で
き
る
の
で
、
特
に
訓
練
を
頑
張
り

た
い
」
と
力
強
く
広
報
官
に
語
っ
た
。

期
と
の
生
活
は
楽
し
か
っ
た
」「
後
期

団
長
賞
を
、
富
士
所
か
ら
入
隊
し
た
一

入
隊
者
家
族
に
対
し
て
も
情
報
を
発
信

た
。富

士
所
は
、
今
後
も
担
当
地
域
の
隊

ま
た
修
了
式
に
は
隊
員
家
族
も
参
列

し
、
自
衛
隊
へ
の
更
な
る
理
解
促
進
を

担
当
地
域
か
ら
入
隊
し
た
隊
員
た
ち

で
き
て
嬉
し
い
。
後
期
教
育
は
希
望
し

越
え
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

図
る
よ
う
広
報
活
動
に
邁
進
す
る
。

は
、
富
士
所
の
担
当
地
域
で
あ
る
富
士

し
て
い
た
。

自
衛
官
候
補
生
課
程
の
修
了
式
で
は
、

２
士
は
「
こ
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

さ
ら
に
駒
門
駐
屯
地
の
修
了
式
で
は
、

陸
士
に
任
命
さ
れ
た
。

生
全
員
が
正
式
な
自
衛
官
で
あ
る
２
等

性別に関係なく働ける自衛隊を紹介
児
童
た
ち
の
目
は
く
ぎ
付
け
に
。
教
諭
が
「
職
業
を
当
て
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
と
、「
裁

参
加
し
た
。

で
行
わ
れ
た
、
藤
枝
市
の
男
女
共
同
参
画
事
業
「
マ
イ
ジ
ョ
ブ
講
座
」
に
講
師
を
派
遣
し
た
。

こ
の
講
座
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
、
感
受
性
豊
か
な

性
の
多
い
職
業
で
働
く
女
性
の
話
を
聞
き
た
い
と
の
要
望
を
受
け
、
自
衛
隊
は
今
回
初
め
て

る
児
童
も
い
た
。

れ
た
。

や
り
が
い
な
ど
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
。

２
８
日
（
火
）
に
藤
枝
市
立
広
幡
小
学
校
、
７
月
１
日
（
金
）
に
藤
枝
市
立
青
島
北
小
学
校

子
供
た
ち
が
職
業
選
択
の
際
、
性
別
に
関
係
な
く
本
人
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
藤
枝
地
域
事
務
所
（
所
長
・
宝
保
竜
平
１
等
陸
尉
）
は
６
月

に
と
、
実
際
に
職
業
に
就
い
た
人
か
ら
志
望
動
機
や
や
り
が
い
な
ど
を
聞
く
も
の
。
特
に
男

広
幡
小
学
校
の
６
年
生
３
ク
ラ
ス
８
４
人
と
青
島
北
小
学
校
の
６
年
生
４
ク
ラ
ス
１
０
９

マ
ン
ト
を
脱
い
だ
伊
藤
士
長
は
、
優
し
い
口
調
で
自
衛
隊
の
任
務
や
自
衛
官
に
な
ろ
う
と

の
航
海
で
何
日
く
ら
い
出
航
し
ま
す
か
」「
勤
務
時
間
は
何
時
間
で
す
か
」「
給
料
は
ど
の
く

「
大
砲
の
発
射
速
度
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
」
な
ど
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
質
問
も
飛
び
出
し
た
。

人
を
対
象
に
、
１
ク
ラ
ス
１
５
分
か
ら
２
０
分
ず
つ
講
座
を
行
っ
た
。

判
官
」「
介
護
士
」「
警
察
官
」
な
ど
の
回
答
に
混
じ
っ
て
「
海
上
自
衛
官
」
と
正
解
を
当
て

思
っ
た
理
由
、
や
り
が
い
、
護
衛
艦
の
射
撃
員
の
仕
事
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

浜
北
募
集
案
内
所
に
臨
時
勤
務
中
の
伊
藤
新
菜
海
士
長
が
黒
い
マ
ン
ト
姿
で
登
場
す
る
と
、

児
童
は
初
め
て
見
る
女
性
海
上
自
衛
官
に
興
味
津
々
な
様
子
で
、
質
疑
応
答
で
は
「
１
回

ら
い
も
ら
え
ま
す
か
」
と
い
っ
た
も
の
か
ら
「
魚
雷
は
ど
う
や
っ
て
発
射
す
る
の
で
す
か
」

終
了
後
も
質
問
で
き
な
か
っ
た
児
童
た
ち
に
囲
ま
れ
る
ほ
ど
人
気
で
、
伊
藤
士
長
は
時
間

藤
枝
所
は
、
今
後
も
将
来
の
職
業
選
択
の
参
考
に
な
る
よ
う
積
極
的
に
自
衛
官
の
任
務
や

の
許
す
限
り
質
問
に
答
え
て
い
た
。

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
児
童
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

藤
枝
市
の
担
当
者
や
小
学
校
の
教
諭
か
ら
は
「
普
段
接
す
る
機
会
の
な
い
自
衛
官
の
話
を

瀬
達
也
２
等
陸
士
が
受
賞
し
た
。
一
瀬

て
い
た
普
通
科
教
導
連
隊
に
行
く
こ
と

か
ら
も
「
訓
練
は
大
変
だ
っ
た
が
、
同

教
育
も
新
た
な
同
期
と
協
力
し
て
乗
り

よ
う
激
励
し
た
。

し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
逞
し
く
な
っ

水
入
ら
ず
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

れ
の
後
期
教
育
部
隊
へ
進
ん
で
い
く
。

員
と
の
連
絡
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、


